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※説明の便宜上、イラストは原型と異なる場合があります。 





Safety Information 


醫調圓 

ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 


-絵表示について- 

この「安全上の留意項目」は，製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々 
への危害やおをへの損害をホ巧に防止ずるため> いろいろな絵表示をしています。内容 
をよく理解してか5本女をお読みください。 


この表示をお視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または 
胃 E 3 重傷を負う可能性が想をされる内容を示します。 


A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると> 人が損傷を負ラ 
可能性が想をされる内容および物的損害のみの発をが想定される 
内容を示しまず。 


處 


( S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

圏の中やお傍に具体的な禁止内容（左圏の場合は分解禁止）が描かれています。 

•記号は行為を強制したり指示したりずる内容を告げるものです。 

圏の中【こ具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け） 

が描かれています。 


A 公記号はま意を促す内容を告げるものです。 

_ (左図の場合は指をはさまれないようにま意）が描かれています。 



f 

参 

電源プラグを 
コンセントか 
ら巧け 

参万一、煙が化ている、変なじおいや音がするなどの異常状態のまま使用ずると、义炎、感電の原因となります。ずぐに機器本体の電 1 
源スイッチを切り、蓝、ず電源プラグをコンセントか6ほいてください。煙が化なくなるのを確認して飯売店に修理をご化頑ください。 

•万一、内部に水などが入った場合は，まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6损いて悲売店にご連絡くださ 
し、そのまま使用ずると火炎-感電の原因となりまず。 

•万一、内部に異物などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6ほいて飯売店じご連絡くだ 
さい。そのまま使用すると义雖-感電の原因となります。 


A 

•電源コードが傷んだ6 (お観の露出，断線など）販売店に交換をご化頼ください。そのまま使用ずると火難■感電の原因となりまず。 

A 

(§) 

水場での巧円 
禁止 

•風呂塌では使用しないでください。 化癸- 感電の原因となリます。 

敬化 
言口 

S) 

•乾電池は，を電しないで<ださい。電池の破損、液もれじより、火炎■感電の原因となりまず。 


巧用禁止 

•雷が鳴りだした6、アンテナ線や電源プラグじは触れないでください。感電の原因となります。 



参表示された電源電圧（交流1日日ボルト） U 外の電圧で使用しないでください。火炎■感電の原因となりまず。 

•この磯器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接綿しないでください。义雖の原因となります。 

•この磯器に水が人ったり、姐らさないようじご注意ください。义雖■感電の原因となリまず。雨天、隨雪中、海岸、水辺での使用は特 
にごを意ください。 


© 

•万一、この機器を落としたり.丰ャピネットを破損した場合は，磯器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6巧いて 
號売店にご連絡<ださい。そのまま使用すると义雖-感電の原因となります。 ， 
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Safety Information 



整化 

言口 



通風孔のある機器のみ 

•この機器の适風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义雖の原因となリます。この機器には、内部の温度 
上昇を防ぐため，ケースの上部や底部などに通風乳があけてあります。巧のような使い方はしないで<ださい。 

この機器をあお向けや横倒し，逆さまにする。この機器を巧し入れ、専巧のラック以外の本箱など風通しの悪いところに押し込む。 
テーブルク□スをかけたリ、じゆうたん、巧団の上において使用する。 


参この機器を設置する場合は、壁から 10 cmJ : J 上の商隔をおいて<ださい。また、放熱をよ<するために、他の機器との茵は少し離して 
置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面か 62 cm 以上、背面か 65 cml ： J 上のすきまをあけてください。内部に熱がこ 
もり义炎の原因となります。 


•電源 コー ドの上に重いものをのせたリ， コー ドが本磯の下敷にならないようにしてください。 コー ドに傷がついて义炎-感電の原因 
となります。 

♦この機器の通風孔，ディスク挿入□などか6内部に金属類や燃えサすいちのなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでください。 

义雖-感電の原因となリます。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

♦この磯器の上に花びん、植木鉢，コップ、化粧品、薬品か水などの入った容器サルさな金属物を置かないで<ださい。こぼれたり、 
中に入った場合、义災■感電の原因となります。 

•この機器の上に、ろうそく等のぶが発生しているものを置かないでください。义災の原因となります。 


•この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対かさないで<ださい。内部には電圧の高い部分がぁリ、感電の原因となリます。内 
部の点横-整備-修理は跟売店にご依頼ください。 

♦この機器は巧造しないでください。义雖-感電の原因となりまず。 


•電源コードを傷つけたリ，化工したり，無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでください。コードが破損して、义炎- 
感電の原因となリます。 

AC アウトレット（電源コンセント）付き樓器のみ 

•この機器の AC アウトレ、ソトが供給できる電力は背面パネルに表示されております。接滿する装置の消費電力の合計が表示されている 
邮（容量）を超えないようじしてください。义炎の原因となります。電熱器具，ヘアドライヤー、電磁調理器などは接輸しないでくだ 
さい。また、供給電力!: J 内であっても、電源を入れたときに大電流の流れる機器などは、接続しないでください。 



•調理台や化溫器のそは’など巧煙や湯気が当たるような場所に置かないで<ださい。义が-感電の原因となることがあります。 

♦ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないで<ださい。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。 
♦電源コード，スピーカーコードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが落けて、义炎■感電の原因となることがあります。 
♦窓を閉めきった自動車の中が直射日光が当たる場所など異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャビネットや部品に 
悪い影響を与え、 火災. 感電の原因となることがあります。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。か雖-感電の原因となることがあります。 


•電源を人れる前には音量（ボリューム）を最ルにしてください。突な大きな音がでて聴力障善などの原因となることがあります。 

電池を使用する機器のみ 

•電池を機器内に挿入する墙合、極性表示プラス©とマイナス©の向きにミち意し，表示逼リにいれてください。間違えると電池の破裂， 
巧もれにより，か雖-けがや周固を汚損する原因となることがあります。 


万一の事故防止のため、この機器を電源コンセントの近くに置き，すぐに電源コンセントからプラグを抜けるようにして<ださい。 


旅行などで長期闇，この機器をご使用じな6ないときは安全のため'必ず電源プラグをコンセントからおいてください。 
お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから扳いて巧ってください。 


•5 年に一度<6いは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。機器の内部にほこりがたまったまま、長時間掃除をしないと义 
災か故障の原因となることがありまず。特に，湿気のをくなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃隙費用については販 
売店にご相談ください。 


♦アンテナエ事には，お術と糖験が必要でずので、悲売店じご相談ください。 

※ち配電線から難れた場所に設置してください。アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあります。 


•濡れた手で電源プラグを振き差ししないで<ださい。感電の原因となることがあります。 

•電源プラグをおくときは，電源コードを引っ張6ないでください。コードが傷つき、义炎-感電の原因となることがあります。必ず 
プラグを持って抜いてください。 


♦巧動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントからおき、アンテナ線、機器商の接統ケーブルなど外部の接続 
ケーブルを外してから巧ってください。ケーブルが傷つき，义雖■感電の原因となることがあります。 


•お子様がディスク挿人□に、手を人れないよ5にごを意ください。けがの原因となることがあります。 
















Safety Information 


スピーカー部について 


r 

(S) 

•スピーカーコードの上に重いものをのせたり、コードが製品の下敷きにな6ないようにしてください。また、壁が棚などの圍にはさみ"^ 
込んだリしないでください。スピーカーコードを傷つけて乂淡の原因となりまず。 


A 

•スピーカー巧部に金属片か異物などを落とさないで<ださい。ショートが葬熱などを起こし、火炎の原因となります。 

A 

敬化 
言 口 

〇 

•スピーカーコードを熱器具か白熱なのおく、直射日光のあたるところにはおづけないで<ださい。コードの被覆が溶けて、火炎の原 
因とな U ます。 

S) 

•スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かリサすい場所に這わせないでください。つまずいて転倒したり，スピーカーが落下し、 
けがサ事故の原因とな u まず。 


® 

•< 本製品>を分爵したり改造しないで<ださい。破損や义炎の原因となります。 


〇 

•熱器頁や白熱なのおく 1直射日光のあたるところには設置しないで<ださい。そのよ5な場所で使用しまずと、义炎の原因となリます。 



S) 

•ぐ6ついた台の上が傾いたところなど不巧定な塌所は遥けて置いて<ださい。また，設置場所の強度は重みに耐え6れるものにして"^ 

ください。落下して、けがサ事放の原因となリます。 

A 

を意 

〇 

•スピーカーを高いところに設置される場合には、作業が不安定になリまずので作業には十分ごま意<ださい。けがやき故の原因とな 

U ます。 

S) 

参定格を超える入力を入れたが態サ長時聞音が歪んだ状態で使用しないで<ださい。スピーカーが発熱し.义がの原因となることがあ 

U まず。 

S) 

参高いところに設置される場合じは、不意な街撃に対して落下しないよラ固定して<ださい。固定しないまま使用しますと、落下し， 

けがが事故の原因とな u ます。 


(S 

•取が金具をご使用になる場合は、ご使用になるスピーカーに対応しているポーズ社製の金具をご巧用<ださい。 

他メーカーの金具が、対応かの金具を使用ずるとスピーカーの破損や落下のおそれがあります。 J 
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Introduction 


ご使用の前に 


モデル LS -18 I DVD ホームエンターテインメント'システムは，手のひ6サイズのワイドレン 
ジ'サテライトスピーカーと、モノラルやステレオ録音ソースでも 5.1 チヤンネルで再生できる 
已〇デコーダー，ご使用じなる場所を最適なリスニング環境に調整ずる自動音場補正機能 r アダ 
プト IQ ®」、 高能率に重低音を再生ずるウェーブガイド構造のベースモジュールなどのボーブ独自 
のテクノ □ジーを結集した完結型 DVD ホームシアターシステムでず。 

LS-18n の内容 

- FM / AM チューナー, DVD / CD プレーヤー搭載，性能をより高めたメディアセンター 
- 手のひ6サイブのワイドレンジ'サテライトスピーカー 
-性能，デザイン共に優れたペースモジュール 
-使いやすい赤外線リモート-コント□ーラー 

•外部の機器(ビデオデッキ> 衛星チューナー> CD チェンジャーあるいはテープデッキ等)を 
接続するための豊富な入出力端子 

再生でをるディスクについて 

LS -18 I の DVD / CD プレーヤーは，下のタイプのディスクを再生できまず。 

- DVD ビデオ •音楽 CD 胃 

.ビデォ CD 间睛喝 .CD-R、CD-RW 础 I 營置抽日營！ 

VIDEO CD Digital video] lsf が .T 占 HWH IReWritablel 

•DVD±R、DVD±RW 

《DVD ビデオとして再生するには、ビデオモードでフオーマットしファイナライズする必要があります。化し、使用 
するディスクの特性•巧れ•キズまたは、ピックアップの巧れ•結露等により再生できない場合があります。 


•MP3 CD 

※全てのトラックは、ディスクアットワンス（シングルセッション)で書き込まれていること。 
※ディスク.フォーマットは、に09660に準処していること。 

※それぞれのファイルに、" .mp3" の拡張子がかいていて、拡張子 Jii 外に"."を使っていないこと。 


地域番号を確認して < ださし) 

DVD プレーヤーと DVD ディスクの地域番号（リージョンコード）が合つていなければ使用でき 
ません。地域番号はそれ6の機器> DVD ディスクげ使用される国または地域ごとに割り当て6 
れていまず。本機の場合はリージョンコードは巧」でず。 DVD ディスクはジャケットやケース 
などに記載されていまず。日本で視聴できるディスクじは 
ちのような記号がありまず。 

また，業務用ディスクの中には，本機での再生が禁止され 
ているちのがありまず。 


國國鹽 


など 
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Introduction 


この取巧説巧書の使い方 

この取あ説明書では、主に> リモコンとメディアセンターのボタンの説巧と、テレビ画面の 

メニュー内容、メディアセンターのディスプレイに表示されるステータスインジケーターの 

内容じついて説巧していきまず。 

表記上の区別のしかた 

ボタン名… ポタンの名称は 太字で 書いてありまず。ボタンに記号や文字がついている場合は，ボ 
タンのイラスト だけで 書かれている場合もありまず。 

オンスクリーンディスプレイメッセージ(上下にラインあり）… 画面上メッセージは， 太文字で、さ己 
に上下にラインを付けて 表記していまず。 

メディアセンターディスプレイ（ステータスインジケーター）の内容… 表示される文字や記号は 太 
字の英文字で 記載していまず。 

この取扱説明書で使用されている用語の説明 

AAC …正まじは MPEG -2 AAC と言し、巧像圧縮標準規格 MPEG -2> または MPEG -4 で使わ 
れる高圧縮率のオーディオ圧縮方ま。国内では， BS デジタル放送や地上デジタル放送 
の音楽圧縮技術としても採用。なお> MPEG -2 AAC は、 MPEG -1 才ーディオとの互換 
性はない。 

□□ D 、□□ [5557] …ドルビー研究所じよって開発された音声圧縮技術のドルビーデジタルの登 
録商標□ゴマーク。ドルビーデジタル方まの音声圧縮は DVD ビデオでは最も一般的な音声 
圧縮ち法。 

… DVD ディスクで採用されているマルチチヤンネルサラウンド音声の圧縮ちまの一つ。 

DVD … 12 cm および 8 cm の光ディスクを使用した巧画，音楽、コンピューターなど様々な用逊こ 
応用される大容量光ディスクの規格。デジタル' ビデオ'ディスクまたはデジタル'バーサ 
タイル' ディスクの頭文字。 

《8 cm ディスクには対応していません。 

DVD ビデオ… 読み化し専用 DVD じビデオ働画や音声)を収録する規格のこと。画像に MPEG -2、 
音声に Dolby AC -3 の圧縮方まを用いて、片面1層のディスクじ2時間程度の巧画を1本収 
録できる。音詞ま、リニア PCM 、 MPEG 才ーディん DTS 等がある。ユーザーが好みのカメ 
ラアングルを選択再生できるマルチアングル機能や，最大8ストリームの音声，最大32力国 
語の字幕スーパーを選択再生できるマルチランゲージ機能など、多くの機能を持っている。 

旧…赤外線 ( infrared ) の頭文字。リモコンの信号をやりとりずるちまのうちの一つ。 

MPEG …ディスクじ音声や巧像を記録ずるためのデータ圧縮方まの一つ。 

MP 3 -"MPEG Audio Layer 3を略したもの。 MPEG 才ーディオの1方ま。 

NTSC …テレビジョン放送ちまのうちの一つ。アメリカのテレビジョンシステム委員会がきめた標 
準方まのことで、アメリカをはじめ日本やカナダ、メキシコで、この方まを裸用している。白黒 
放送を継承し走査線数525本、フィールド数毎秒6日枚（フィールド2枚で1フレーム=画面）。 
National Television System Committee (全国テレビジョンシステム委員会）の頭文字。 
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Introduction 


PAL •••テレビジョン放送方まのうちの一つ 。 Phase Alternation by Line の頭文字。 PAL 方ま 
は、ドイツ、イギリスなどヨー□、ソパと、アジア'アフリカ諸国の大部分、それに中国で操用 
されている。走査線数625本，フィールド数毎秒50枚。 

PCM …アナ□グ信号を圧縮せずに、デジタルでコード化された信号。これは CD およびレーザー 
ディスクに使用されたデジタルオーディオ信号の形までず。 

S 映像信号… 2回路分の4ピンの ミニ DIN を使用し，輝度信号と色信号の2つじ分けて伝送ずる 
規格。輝度信号と色信号を別にしているため> コンポジットに比べると画質がよい。ほとん 
どのテレビは S ビデオ入力端子を装備している。 

アスペクト（縦槪比… テレビ画面の横（幅）と縱搞さ）の比率。従来の標準テレビ画面は4:3 
で、ワイドテレビの画面が16:9である。 

コンポジット映像信号… 輝度，色および同期情報を含んでいる，一本のビデオ信号。 NTSC と 
PAL はコンポジ、ソト巧像信号の種類。 

コンポーネント映像信号… 色差信号とも言われ、色信号 ( C ) を B - Y 色差信号 Cb ( Pb ) と R - Y 色差 
信号 Cr ( Pr ) じ分けて伝送ずる信号。通常 NTSC (480 i ) レベルの信号の端子を [ Y / Cb / Cr ] と 
表示し、 NTSC レベル上の巧像フォーマットが使用できる端子を [ Y / Pb / Pr ] と表されてい 
る事がをく、基本的に HDTV (720 P ， 1080博)まで伝送できるようじなった。したがって 
[ Y / Pb / Pr ] コンポーネント巧像端子は，八イビジョン端子と呼ぶ事もある。 

タイトル… ビデオクリップの集合。チャプターが集まったものがタイトルで、タイトルが集まった 
ものが一枚のディスク。 ただし、 一つのチヤプターで構成されるタイトルもあれば> 一つの夕 
イトルで構成されるディスクもある。 


チヤプタ— …〇ソ〇での正まな用語では part of title (パートオブタイトル： PTT ) と呼ぶ'。チヤプ 
ターが入っているディスクでは> 見たいシーンのサーチができる。 

トラック… オーディオ' テープやディスクに記録された選択できる個々のデータの単位。 CD で 
は曲 （1 トラック目=1曲目）ともいう。 


ビデオ CD …巧像と音声データを VideoCD 規格に準拠して CD 上に記録したもの。圧縮方まは、 
MPEG - 1おまで標準的な 650 MB の CD じが)70分の巧像を記録できる。画質は VHS ビデオ程度。 

プログレッシブスキャン… 順次走査ちまのこと。走査線を上か6順に表示ずるちま。飛び越し 
走査（インターレース）方まじ比べ，画質のち6つき感の少ない巧像になる。 

レターボックス… 標準 (4:3) の画面に16夕の巧画などの左ちを画面いっぱいじ巧して上下に余 
白を入れる表示モード。このモードでは縱横比が正しく、全ての巧像が表示されることじ 
なるげ、上下に黒い帯が入り> 表示面積げルさくなってしまう。 

※ディスクを無断で複聲、放送、公開-演奏、レンタルすることは;ま律により禁じられています。 

本製品は、著作権保護は術を採用しており、マク□ビジョン社ぶびその化の著作権利をが保ちする米国許可ぶ 
びその化の巧的財産権によって保護されています。 

この菩作権保護巧術の使用は、マク□ビジョン社の許可が化要で、またマク□ビジョン社の許可がない限り家庭 
用及びその化の一部の観賃巧の使用に制限されています。々解したり、巧造することも禁じられています。 

Dolby、 ドルビー、巧びダカレ D 記号はドルビーラボラトリーブの商標です。 

「 DTS」 および「 DTS デジタルサウンド」は DTS 社の登録商標です。 

著作権1996年、2000年 DTS 社。不許複製。 

DVD □コ'は登録商標です。 
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内蔵 CD/DVD プレーヤーを選択しまず。ディスクが挿入されている場合は再生 
されまず。 

このボタンでシステムの電源を On できまず。ミュートが働いている場合はミュー 
卜を解除しまず。 


内蔵 FM/AM チューナーを選択しまず。このボタンでシステムの電源を人れて、 
最後じ闇いていた放送局を選択しまず。また' FM と AM を切り替えるときに押し 
まず。ミュートげ働いている場合はミュートを解除しまず。 


Controls and Indicators 


LS-lSn のほし、方 

リモコンの On/Off ⑩ ボタンを 押ずとメディアセンターの電源げ入りまず。このポタンはメディ 

アセンターの On/Off 懲 ボタンと 同様の機能です。 

立.テレビ、ビデオデッキ、ケーブルテレビ/衛星チューナー等の外部機器電源の On / Off は、 LS -18 n の 
^ ■ リモコンにあらかじめお手持ちの機器のメーカーにが応した設をコードを登録することで可能じな 

ります （14 〜15ぺージ参賊。 

^ システムの電源を On/Off します。 

0 Status (ステータス） LED 

-リモコンのセットアップ中点灯していますが、ポタンを押す度に短く消好します。 
-リモコンのセットアップ中に誤ったボタンを押したり> を在しないコード番号 
を入力ずると LED が 8 回点滅して巧 6 せまず。 

-が] 10 秒圍どのキーも押さないと LED が 8 回点滅してセットアップを終了し、 
LED が消なしまず。 

ミュート ( 一時的消音)の On/Off を巧います。 


Status (ステータス） LED 



T 


T 


音源として AUX じ接続してある機器を選択しまず。このポタンでシステムの 
電源を On できまず。ミュートが働いている場合はミュートを解除しまず。 

TV …音源としてテレビ人力を選択しまず。このポタンでシステムの電源を On 
できまず。ミュートが働いている場合はミュートを解除します。 

1叩山…テレビの外部人力を切り換えるときに押しまず*。 

On/Off •••テレビの 電源を On/Off しまずX '。 
b 注意：このリモコンでコントロールできないテレビもあります。 

C 巳 L’SAT •••音源として CBL-SAT (ケーブルテレビ/衛星放送チューナ ー) 入力 
を運択しまず。このポタンでシステムの電源を On できまず。ミュー 
卜が働いている場合はミュートを解除しまず。 

On / Off - -CBL-SAT の電源を On/Off しまず"*。 

b を 意： このリモコンでコントロールできないケーブルテレビのチューナーや衛星 
放送チューナーもあります。 

VCR - •音源として VCR ( ビデオデ、ソキ)入力を選択しまず。このボタンでシステ 
ムの電源を On できます。ミュートが働いている場合はミュートを解除し 
汰^ 〇 

On / Off - ビデオデッキの電源を On/Off します X' 。 
b 注意： このリモコンでコントロールできないビデオデッキもあります。 


《リモコンでテレビやビデオデッキ等をコントロールするには、リモコンじそれらの機器のコード 
を登録する'必要があります （1 卜15ぺージ参照)。 



© © ©5 

© © © © 

の©©5 
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O 現在選択中のソース（音源)じ関わる設を項目を表示しまずに 8 〜 31 ページ参 

S*gs 照)。画面を消ずときは ExitO ボタンを押しまず。 


Q システム設定項目画面を表示しまずに 3 〜のぺージ参照)。画面を消ずときは 

System ExitO ボタンを押しまず。 


現在ディスクトレーじある DVD ソフトにメニュー画面（ルートメニュー）がある 
〇 場合、その DVD ソフトのメニュー画面を表示したり，メニュー画面を消ずときに 

WDMen " 使用しまず。 


〇 接続しているテレビにま組ガイドを画面に表示する機能がある場合は、番組画 

Guide 面を表示しまず*。 


〇 音源に関わる設を項目> システム設を項目> 番組ガイドを画面か6消ずときに 

Exit 使用しまず。 


/ Tune \ 

(巧 


:ラジオチューナー選択時， AM/FM ラジオの受信周波数を上げ/下げずるボタン 
I でず。オンスクリーンディスプレイを表示しているときは上下の項目を選択ずる 
ときに使いまず。 


1 ENTER ] 


他のポタンと一緒に使用して、カスタム設をや選択などをみをずるときじ使用 
しまず。また、このボタンを押ずとサブメニューじなる項目ちありまず。 



オンスクリーンディスプレイまたは、メディアセンターディスプレイの表示を 
しているときは，上下左ちの項目へ移動ずるときじ使いまず。 


ボリュームを調整ずるときじ使用しまず。 

+を押ずと音量が上がりまず。ミュートが働いているときはこのボタンで解除し 
まず 0 

一を押ずと音量が下がりまず。ミュートが働いているときはミュートが働いたま 
まシステムの音量を下げまず。 


DVD ではチヤ プター を、ラジオではプリセットステーシヨン（あ 6 かじめ記憶し 
てある放を局）番号を、 CD ではトラック番号を進めたり，戻したりずるときに使 
用しまず。 また' テレビのリモコンとしてセットしてある場合はテレビチャンネル 
の選択ち巧えまず^ 
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ri~) 「 ii~) m 


数字ポタンは、直接 DVD チャプター、 CD トラックあるいはラジオのプリセット 
番号を呼び出ずときに使用しまず。また、セッティング項目内の数値を変える 
ときにも使用しまず。また> テレビのリモコンとしてセットしてある場合は> 子 
レビチャンネルの選択じち使ぇまず*^ 


DVD のチャプターや CD のトラックを早戻し、早送りずるときじ使用しまず。ラジ 
( U ** ) seek ( )) 才の選局時にはシークチューニング(次々と電波の強い放送局を受信して巧く) 

を巧いまず。 


CD をセツトした徽こ，このポタンを押ずと順不同に huffle ) じ再生しまず。解 
除ずる場合はもう一度このボタンを押しまず。 


ケーブルテレビチューナーや衛星放送チューナーが対応している場合は、表示 
の ON/OFF を切り替えまず \ MP 3 CD を再生している場合は，アーティスト 
や、タイトルををメディアセンターの表示部に表示させたり、消したりできまず 
(21 ページ参照)。 

注意：メディアセンターの表示部は日本語によるアーティスいタイトルを表示には 
が応しておりません。 


Last 

〇 直前に見ていたチヤンネルを呼び化せまず(使用ずるテレビに機能がある場合严。 


※リモコンでテレビやビデオデッキ等をコントロールするには、リモコンにそれらの機器のコード 
を登録する'必要があります （1 4〜15ぺージ参照)。 


CD をセットした後に、このボタンを押ずと1曲またはディスク全体を繰りあし 
• __ . ( Repeat ) 再生しまず。ボタンを押ず度に表示部が， REPEAT TRACKd 曲繰り 

应过 返し）^ REPEAT D 旧巳(ディスク全曲繰りあし）^ REPEAT OFF (繰りあし解 

除)^ REPEAT TRACK •••と変わりまず。 DVD の場合はチャプターやタイトルを 
繰り返し再生しまず。 


知 切 這 ( 〇 ;) 


0 (イ扣 TB )>) 〇 

Sitings 如か 

〇て置フ〇 

み , siem Ex" 


DVDiU かではディスクの再生を停止しまず。 DVD の場合は、このボタンを押ず 
の とリツューム(続き再生メモリー)状態で停止しまず (19 ぺージ参照)。もう一度 

押ずと完全じ停止しまず。 


このボタンを押ずと再生をポープ(一時停止）しまず。そのまま20分経過ずると 
自動的に再生を停止しまず。 


このボタンを押ずと再生を始めまず。 



@ © © 

© © © © 
〇 0 0 
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Controls and Indicators 


m_ 

フ□ントカバーの開けち 


図2 

メディアセンター前面 


フロントカ J て 一の 開け方 


この部分を軽< 
持ち上げる 


乂ディアセンター 

メディアセンターはフ□ントカバーの下にコント日ール(操作)パネルと DVD / CD 用ディスクトレー 
がありまず。 また、ち側にシステムの現在の状態を示ずメディアセンターディスプレイがありまず。 




On/Off Source Volume 


〇〇 

All Off Enter 

〇〇 

Dpen/Close Erase Store 

moo 


コントロール (操作）パネルに ついて 

コント□ール(操作)パネルじは9個のボタンがありますげ、メディアセンターのずベての機能を 
使用ずるためにはリモコンの使用がか要じなりまず。 


〇 
All Off 
〇 
Open/Close 

m > 

source 

〇 

Enter 

〇 


メディアセンターの電源を On / Off しまず。 

メディアセンターの電源を Off しまず。 

ディスクトレーを開閉ずるときじ押します。ディスクの再生中じこのボタンを押 
すと、再生を停止してディスクトレーが開きまず。 

繰り返し押ずことでソース（音源）の切り換えを巧いまず。 

ラジオのプリセットメモリーをみをするときじ使用しまず (22 ページ参照)。 


〇 


ラジオのプリセットメモリーを消まずるときに2ぺージ参照）、または r アダプト 
IQ ( ADAPTiQ )」 システムじよる音場補正を解除するときに4ぺージ参照)じ使 
用しまず。 



ボリュームを調整ずるときじ使用します。湯を押ずと音量が上がりまず。ミュー 
卜が働いているときは、このボタンで解除しまず。 ◎ を押ずと音量が下がりまず。 
ミュートが働いているときは、ミュートが働いたままシステムの音量を下げまず。 


メディアセンターの電源 OFF 樹こ Enter 〇ボタンを押しなが6このボタンを押 
ずと、巧像接続とテレビ放送方まの設をを変更できまず (32 ページ参照)。 
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表示部のずべての内容 



デ’イス プレイ表示について 

電源を On じずると、メディアセンターディスプレイは現在の状態を表示しまず。上の図の表示 
がずベて点灯ずるわけではありません。動作しているモードも状況に応じてか要なものげ点 
灯ずるようになっていまず。 

SE 口 INGS ソース植源)設定画面時に点なしまず。 

SHUFFLE CD または MP 3 CD 再生時、順不同に huffle ) 再生を選択ずると点なしまず。 
REPEAT CD または MP 3 CD 再生時、リピート再生を選択すると点なしまず。 


DISC 


シャッフルあるいはリピートの操作が CD または MP 3 CD ディスク全体じあんで 
いる時に点なしまず。 


TRACK 


リピート操作が CD または MP 3 CD ディスクの中の1曲のみじあんでいる時に 
点灯しまず。 


リモコンの操作を受信ずる度，短く点なしまず。 


ディスクの再生時に点なしまず。 
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数字ボタン 


(が]已秒)。 

3. リモコンの数字ボタンを使って4巧のメーカーコードを号を入力していきまず。 

4. 4巧のメーカー〕ード番号を入力し終わると、インジケータ ー LED が消好しまず。このとき、 
LED が点滅を繰りあした場合は，もう一度手順の「2」か6やり直してください。 


5. リモコンの TV ON/OFF ボタンを押してテレビの電源が ON / OFF できるか， TV インプット 
ボタンを押してテレビの入力の切り換えができるか、さ6じ Channel ボタンや数字ボタン 
を押してテレビのチャンネルげ切り換え6れるかを確認してください。このときリモコンで 
これ6の操作ができない場合は、同じメーカーの別のコードを号を運んで手順の巧」か6 
やり直してください。 

※チヤンネルの数字げ2巧 iU 上の場合，数字ボタンでは人力できないことがあります。 


•リモコンをお使いのビデオデッキに合わせる場合 

1. テレビと LS -18 I システムの電源を入れます。 

2. リモコンの VCR ボタンを、ステータスインジケーター LED が点灯するまで押し続けまず 
(が]已秒)。 

3. リモコンの数字ボタンを使って4巧のメーカーコード番号を人力していきます。 

4. 4巧のメーカー〕ード番号を入力し終わると、インジケータ ー LED が消好しまず。このとき、 
LED が点滅を繰りおした場合は，もう一度手順の「2」か6やり直してください。 

5. リモコンの VCR ON/OFF ボタンを押して動作を確認してください。このときリモコンで操 
作できない場合は、同じメーカーの別のコード番号を選んで手順のに」か6やり直してく 
ださい。 


U モコンの設定について 


ステータスインジケーター LED 



_I 

TVJjt ぞン 


Channel ボタン • 



の GD の 

H Se« {w il 


付属のリモコンは、外部の機器（テレビ > ビデオデッキ、ケーブル/衛星チューナー）の一部の機 
能をコント□ールできるようじ設をできます。付属のセットアップディスク1の「外部機器のコ 
ント□ール」のチャプターでは、設を方法を画像つきで説巧していまずので，そち6もあわせて 
ご参照なさることをおずすめします。 

メーカーコード番号を入力して設定ずる方法 

巻末の設定コード表より、タト部の機器の^一力ーコード番号を調べまず。 

-リモコンをお使いのテレビに合わせる場合 

1. テレビと LS -1 81システムの電源を入れまず。 

2. リモコンの TV ボタンを、ステータスインジケーター LED が点灯するまで押し続けます 


Controls and Inaicators 


® © ®:5 
© © ® ⑩ 
の©©ち 
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Controls and Indicators 


© 

© 

嘗- 

^ 

Last ボタン 


数字ボタン 


Qhufflal 


f R のら 31) 


正しく設をされたか確認するために， Last ボタンを長押しして LED の点滅する回数を確 
認しまず。正しければ Exit ボタンを押して終了しまず。 

※チヤンネルの数字が2巧 W 上の場合，数字ボタンでは人力できないことげありまず。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


’リモコンをお使いのケースレ/衛星チューナーに合わせる場合 

テレビと LS -18 I システムの電源を入れます。 


リモコンの CBL’SAT ボタンを、ステータスインジケータ ー LED が点のずるまで押し続け 
まず(が]已秒)。 

リモコンの数字ボタンを使って4巧のメーカーコード番号を人力していきます。 

4巧のメーカー〕ード番号を入力し終わると、インジケータ ー LED が消なしまず。このとき、 


LED が点滅を繰りあした場合は、もう一度手順の「2」か6やり直してください。 

已.リモコンの CBL-SAT ON/OFF ボタンを押して動作を確認してください。このときリモ〕 
ンで操作できない場合は、同じメーカーの別のコード番号を選んで手順のに」か6やり直 
してください。 


ステータスインジケータ ー LED 


TV ボタン 


CBL-SAT ボタン 



• リモコンの Channel ボタンや数字ボタン*を使ってが部の機器 ( TV 、 CBL - SAT . VCR ボタン 
に設定した機器)のチヤンネルを変え5れるようにずるには 


初期設定では， TV のチャンネルをリモコンの Channel ボタンあるいは数字ボタンで変 
えることげできまず （14 ページ参照)。 TV 以外の機器のチャンネルを変えるようじする 
には> 次のようじ設をしまず。 

1. Last ボタンを押し続けます。ステータスインジケータ ー LED が点巧してか6点滅する 
回数でチャンネル操作のできる機器を確認しまず。 

^回消える …TV 吕回消える…巳 BL-SAT 3回消える … VCR 

2. 点滅が終わった6切り換えたい機器が設をしてあるボタン ( TV 、 CBL - SAT . VCR ) を 
ホ甲しまず。 

3. Exit ボタンを押して設をを終了しまず。 


© © © © 
の 3 ©;6 
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General System Operation 


システムの電源の On/Off 

メディアセンターのコント□-ルパネル上の On/O け O または，リモコンの On / Off ⑩ ボタン 
でシステムの電源をオン/オフできまず。 On/O け遗 または On/Off @ ボタンで 電源を入れた 
場合> 前回電源を切ったときのソース(音源)が自動的に運択されまず。また、リモコンのソース 
選択のポタンで電源を入れた場合は電源が入ると同時にそのソースに切り換わりまず。 


音の調節 

ボリユ —厶にコいで* 1-™ 。 

© + 

メディアセンターの Volume ^ または，リモコンの Volume _ ボタンを使用して音量の 

上げ下げをしまず。 ^ 

スピー カーモー ドにつし、て 

スピーカーモードはソース（音源）設定画面で変更ずることができまず。設をの変更のしかた 
は，をソースの設定項目に9〜31ページ)を参照してください。 

センタースピーカーの音量調節について 

センタースピーカーの音量は，をソース（音源）設を画面の"センターチャンネル"の項目で変 
更ずることができまず。設をの変更のしかたは、をソースの設を項目に9〜31ページ）を参照 
してください。 

サラウンドスピーカーの音量調節について 

サラウンド（リア）スピーカーの音麗んをソース（音源）設定画面の"サラウンド"の項目で変更 
ずることができまず。設をの変更のしかたは>をソースの設を項目に9〜31ページ)を参照して 
ください。 

へ ッドホンの1吏し、方について 

市販のヘッドホンで音楽を聴くには> メディアセンターのち側じあるステレオミニヘッドホン 
ジャックを使用しまず。このジャックにヘッドホンプラグを差し化んでください。ヘッドホンを接 
続ずると、自動的にスピーカーか6の音が止まりまず。 

A 、、午立.ヘッドホンをごほ用になるときは、音量を上げすぎなぃようにごま意くださし、。耳を刺激するよう 
ZlAdi 心-な大音量で長時間続けて聴くと、聴力に悪い彰響をちえることがあります。 
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システム設定 


General System Operation 


'必要があれば、システム設をはリモコンの System ボタンを押して、オンスクリーンディ 
スプレイにシステム設を画面を表示させて変更ずることができまず。設をの変更のしかたは, 
"システム設を画面を表示ずるには"に3〜のぺージ)を参照してください。 


ス U — プタイマーの使い方 

LS -18 I じは，10〜90分までの設を時圍が経過した後，自動的に電源が切れるスリープタイ 
マーを内蔵していまず。スリープタイマーの設をはそれぞれの再生モード時にリモコンの 
Settings 0. ボタンを押してオンスクリーンディスプレイじスリープタイマーの項目を表示 
させて設をしてください。 

立. スリープタイマーで切ることができるのは 本 機の電源のみです。外部の機器の電源を切ること 
J 'ェ思. はできません。 


コンポーネント出力をずるには 

コンポーネント化力をずるじは，付属のコンポーネントビデオアダプターケーブルを使用しまず。 

b 、、 壬を.コンポーネント信号を出力するためには、システム設をををまする'必要があります。詳しくは、‘‘映 
J 胃' ■ 像設を" (25 ぺージ）の項目を参照してくださし、。 

か属のコンポーネントアダプターケーブルは、 LS -18 I 専用です。イ也の製品には巧用できません。 
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General System Operation 


か部の機器に録音するとを 

1. タト部の録音ずる機器（カセットデッキ， MD レ〕ーダーなど）の準備をし、メディアセンター 
の Au 过〇 Out (音声化力）端子に正しく接続されていることを確認しまず。 

艺' 録音したい音源 （ FM / AM 、 CD / DVD 、 TV , VCR , CBL ' SAT ) を選択しまず。 

3. タト部の機器の耳が及説明書に従い、レベル等の調整を巧ってか6録音をスタートしまず。 

が部機器のソースを聞 < とを 

メディアセンターじ接続されているタト部の機器を使用ずるときは、タト部の機器のリモコンや本 
体の電源スイ、ソチを使用してか部の機器の電源を入れておいてください。 

リモコンの、 TV 同— 、 VCR@K CBL - SATIS ) または AUX @ ボタンを 押ずと、 

LS -18 I の電源が人り，自動的にそのソースげ選ばれまず。か部の機器じあ6かじめテープ 
やディスクをセットしておいてください。 

音量はリモコンの Volume ボタン または> メディアセンターのコント□ールパネル Volume ^ 
のポタンを使って上げ下げしまず。 "- 

タト部の機能を操作ずるためじは、それぞれの機器のリモコンや本体のスイッチを使用してくだ 
さい。詳細に関しては、それ6の機器の取扱説明書をご覧ください。 

内蔵あるいは、タト部の機器のソース ( FM/AIVL CD / DVD , TV , VCR , CBL ' SAT ) を外部の録音 
機器に録音ずるには、録音しようとしているソースが圍違いなくスピーカーか6再生されてい 
るかを確認してか6録音を開始してください。 

本機ではをソース(音源)に関する利用巧能なオプションの設ををソース(音源)設を画面で変更 
できまず。ソース植源）設を画励んリモコンの Se け ingsO ボタンを 押して画面に表示して 
くださし、 ("タト部機器か6のソースを闇くときの設を項目"31ぺージ参照)。このとき、テレビ 
の電源を入れてメディアセンターか6の巧像入力をテレビ側で選択しておいてください。その 
他の設を項目の内容じついては> システム設をに4〜27ページ)を参照してください。 
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はじめて DVD を再をする前に 

はじめて DVD を再生ずる前に次のことを確認してください。 

-付属のリモコンの使いちを覚えましたか？ 

•再生しようとずる DVD ソフトの地域番号（リージョンコード)が適切でずか？ 

体機の地域番号は巧」でず。に」または巧」を含むものあるいは 「 ALU と表示された DVD ビ 
デオが再生できまず。） 

•テレビの巧像入力切換は圍違いなくメディアセンターか6の人力を選択していまずか？ 

DVD な6ではの機能を使用しようとしても> DVD ソフトにその情報や機能が入っていない場合は 
使用ずることができません。例えば，カメラアングルを切り換えたくてもアングル情報がディス 
クじ記録されていなければアングルを切り換えることはできません。また、サブタイトル(字幕 
など)を表示させようと思ってもその情報がディスクじ記録されていなければ、本機のシステム 
で設をしても表示させることはできません。 

DVD ビデオの中には，ソフト制作者の意図により，本書の説明どおりに動作しないディスクがあ 
りまず。ディスクのジャケットなどもご参照ください。 

DVD ディスクのセットと再生 

1. テレビの電源と LS -18] [の電源を人れまず。 

2. リモコンの CD/DVD @9 ボタンを押しまず。 

3. メディアセンターの〕ント日ールパネルの Open / Close ボタンを押してディスクト 
レーを 化しまず。 

4. ディスクトレーに DVD ディスクをセットしまず。 

已.メディアセンターのコント□-ルパネルの Open/Close ボタンを押してディスクト 

レーを収納しまず。 

自動的に再生が始まりまず。もし、始ま6ない場合はリモコンの 円 ayCZ ) ボタンを押し 
てください。 

DVD 再生時の基本的な操作 

-時的に停止させたい . リモコンの Pause 伍3ボタンを押しまず。 

停止させたい . リモコンの Stop 百〕ボタンを押しまず。 

チャプターを移動させたい . リモコンの Chapter 强[3を押して前後のチャプターを選びます。 

チャプターの繰りあし再生をしたい....リモコンの Repeat 画ボタンをチャプター再生中に押します。 
早戻し、早送りしたい（サーチ） .... リモコンの Seek ( 应 3 な 应 3) ボタンを押し速さを選びまず。 

ス□一再生したい . 一時停止中にリモコンの Seek ( CK ) seek 店] )ボタンを押し 

向きと速さを選びまず。 

b 注意： DVD 再生中に STOP の ボタンを押したり、イ也のソースのボタンを押すと現を再生してぃると 
ころを記憶したまま停止したり化のソースじ切り換わります（リジューム（続き再生メモリー）ス 
トップ)。完全に停止させたい場合は、 STOP の ボタンを 2 回押してくださし、。々回再生時 DVD 
のなめから再生を始めます。 
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Playing a Video DVD 


巧聴制限(パレンタルコントロール)について 

視聴制限とは > 国ごとの規制レベルに合わせて視聴年齢制限のレベルが設をされているディス 
クの再生を制限ずるという DVD の機能の一つでず。制限の仕方は DVD じよって異なり，ディスク 
によってはす供に見せたくないシーンをカットしたり、全く再生できないようじする、別の画面 
に差し換えるなどするものもありまず。 LS - 旧 I ではす供がレベル設をを変えることのないよう 
じ> 暗証番号で設をを保護ずることができます。 

通常各 DVD における視聴許可レベルは全米巧画協会 ( MPAA ) によって設をされた標準の巧画観 
客指をじ準拠していまず。これ6の視聴許可レベルは1(どんなにルさいす供でも見せてよい) 
か68(成人向け)までありまず。視聴制限の使い方は27ページを参照してください。 



視聴（年齡）制限の 

全米映画協会 

視聴許可レベル 

おぶそのめやす 

映画観客指定 

8 

最ち厳しい年輪制限 


7 

17歳似下入場禁止 

NC -17 

6 

17歳未満保護ち同伴要 

R 

己 

中学生 W 下保護ち同意要 


4 

13歳未満保護ち同意要 

PG -13 

3 

年少を保護ち同意要 

PG 

2 

ほぼ年齡制限なし 


1 

一般（年齢制限なし） 

G 


※適切なネ見聴許可レベルは、実際に;見聴制限のレベルが設をされ てし、 る DVD ソフトをお買 
い上げになられたときに、お客様自身で動作させて、ご確認くださし、。 

視聴許可レベルの設定 

再生ずる DVD ソフトにレベル設ちがされているあ要がありまず。本機で視聴許可レベルを設を 
しても， DVD ソフトにレベル設をげされていなければ，この機能は使用できません。 

視聴許巧レベルの意味 

r 一般(年齢制限なし）（レベル1)」とは > どんなルさなす供にも見せることができる内容であると 
いう意ホでず。本機で視聴許可レベルを [1] じずると、レベル2〜別こ設をしてある DVD ソフトを 
視聰ずることができなくなるという意ホでず。 


LS -18 n の 
レベル設定 

視聴可能なソフトの視聴制限レベル 

8 w 下 

<23 ^53 C 53 C 23 C 53 ¢23 ¢23 <253 

7 L ソ下 

日、 ろ と) 

巨 W 下 

ご 這 '5、ご^ 4} こ: 是^ 3) ご^^ 2) ご® ri ) 

已 W 下 

鼻う戸ろ杯ろ鼻う戶 1) 

4 U 下 

^^3 ¢53 ^^1) 

3 W 下 

^3 ^3 

2 U 下 

C 53 

1 

お 
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CD/MP3 CD のセットと再生 

1. リモコンの CD / DVD(S ボタンを押しまず。 

2. メディアセンターのコント□-ルパネルの Open / Close ボタンを 押してディスクトレーを化します。 

3. ディスクトレーじ CD をセットしまず。 

4. メディアセンターのコント日ールパネルの Open/Close ボタンを押してディスクトレー 
を収納しまず。 

自動的に再生が始まります。もし始ま6ない場合はリモコンの Play のボタンを 押してくださしん 

CD/MP3 CD 再を時の基本的な操作 


-時的に停止させたい'''' リモコンの PauseO ボタンを 押しまず。 

—時停止を解除したい'' '•再びリモコンの Pause のボタンを 押ずか、リモコンの Play のボ 

タンを 押してください。 


停止させたい —リモコンの Stop のボタンを 押ずか、メディアセンターの Open/Close °鬻ボ 

タンを 押しまず。 

次のトラック畑)へ移動したい'''' リモコンの Tracks ^ 上を 押して次のトラックへ移動します。 

再生中のトラック(曲)の頭の部分に戻りたい''. '数秒圍再生の後、リモコンの Tracks(3 下を押 

ずと> 現在再生中のトラックの頭に戻りまず。 

-つ前のトラック曲)へ戻りたい''' '数秒圍再生の後，リモコンの Tracks 日下を2 回押ずと， 

現在の一つ前のトラックの頭に戻りまず。 

早戻し、早送りしたい'''' リモコンの Seek 应） または® ボタンを 押し続けまず。 

曲をシャッフル (順 不同)に再生したい''' 'CD をセツトした後にリモコンの Shuffle 应3 ボタン 

を押しまず。 


シャッフル(順不同)再生を解除したい' 


'シャッフル再生モードのときじリモコンの 訊 uffle 应3 
ボタンを 押しまず。 


1曲またはディスクを IJ ピート（繰り返し）再生したい' ' ''CD をセットした後にリモコンの 
Repeat 画 ボタンを 押しまず。このボタンを押ず度に表示部が、 REPEAT TRACKd 
曲繰り返し）^ REPEAT D 旧 C (ディスク全曲繰り返し）^ REPEAT OFF (繰り返し解 
除)^ REPEAT TRACK '.' と変わりまず。 

U ピ ー K 繰り返し用生を解除したい'' ' 'Repeat 画 ボタンを 表示部に REPEAT OFF (繰りあし 

解除)が表示されるまで押しまず。 


MP 3 C □再生時にアーティストとタイトル名を表おさせるには'' - 'MP3 ミュージックファイル 
じアーティストとタイトル名が記録されている（ただし英数字表記のみ）場合，リモコンの 
Info ボタンを 長押し（約3秒)ずるとアーティスト/タイトル名とトラックナンバーをメディア 
センターの表示部に交互に表示ずるようじ設をできまず。元に戻ず（トラックナンバーのみ 
の表示)じは Info ボタンを もう一度長押し（約3秒）しまず。 


立. CD 再生中に、イ也のソースのボタンを押すと現を再生しているところを記憶したまま、他のソース 
J di ' E ' . じ切り換わります（リジュ-ム(続き再生メモリ-)ストップ)。完全に停止させたい場合は 、 stopCD 
ボタンを押してください。々回再生時、この CD の1曲目から再生を始めます。 
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Listening to FM/AM Radio 


ラジオの使い方 


^^^オンスクリーンディス 
プレイ画面が開いてい 
る場合は、リモコンの 
ExitO ボタンを 巧し 
て閉じてから巧って 
ください。 


リモコンの FM • AM S ボタンを押してラジオ モー ドを違んでください。もし、システムの電源が 
切れていても、自動的に電源が人り、最後に闇いていた放送局を受信します。 


選局のしかた 


バンド (AM または 
換えたい 

受信状況の良い放を局を'''' 
自動で選びたい 


手動で選局したい . 

プリセットしてある放送局を-- 
呼び出したい 


リモコンの FM • AM as ボタンを押してホ望のバンドを選ん 
で < ださい。 

選局をはじめるまでリモコンの Seek 〇 または 应 D ボタンを押 
してください。選局を始めた6指を離しまず。自動的に放送局を 
選局しまず。ずぐじ運局を止めたいときはトンとリモコンの 
Seek 回 または 回 ボタンを一回だけ押してください。自動で 
選んだ後、ずぐじまた自動運局をさせたい場合はリモコンの 
Seek 〇 または 〇 ボタンを一回だけ押してください。 
リモコンの Tune てヴボタンを押して周波数をかえてください。 
リモコンの Preset 踊ボタンを押してホ望のプリセット放送局を 
呼び出してください。あるいは、リモコンの数字ボタンを使って直 
接プリセットしてある放を局の番号を入力してください。 


システムが AM あるいは FM モードのときじ、利巧可能なオプションの設定をソース（音源）設定画 
面で変更できまず。ソース植源）設定画面はリモコンの Se け in 吕 sO ボタンを押して画面に表示 
してください (28 ページ参照)。詳しくは FM/AM の設定項目 （3 日〜31ページ)を参照してください。 


プリセットチューニングのために放送局を登録します 

よく聞く放送局をずぐじ呼び化せるようじあ6かじめ記憶させておくことげできまず。 

プリセットできる放送局は FM > AM それぞれ20局でず。 

放送局をプリセットずる には* 

プリセットしたいチャンネル番号の数字をリモコンの 数字 ボタンを使って入力しまず。 

♦チャンネルを号 1~9 にプリセットしたい場合 
プリセットしたいチャンネルの 数字ボタンを しば6く押し続けると、メディアセンターのディ 
スプレイに" PRESET:# SET" と表示されてプリセットされまず。 

♦チャンネルを号10〜吕〇にプリセットしたい場合 
初めに十の位の 数字ボタンを 押して，ずぐに一の位の 数字ボタンを 押し続けると、メディ 
アセンターのディスプレイじ" PRESET:# SET" と表示されてプリセットされまず。 

♦メディアセンターの Enters ボタンを使う場合 
プリセットしたい放送局を選んでメディアセンターの Enter <5ボタンを1 回押ずと空いてい 
るプリセットチャンネルに自動的じプリセットされまず。 

登録してある放送局の削除のしかた& 

削除したい放送局を呼び化しリモコンの数字ボタンの" 0" を約2秒間長押しずるか、メディ 

アセンターの Enter <5 ボタンを 押ずとメディアセンターのディスプレイに "PRESET:# 

ERASED" が表示されてプリセットが削除されまず。 

登録してある放送局をリモコンで呼び出す方法 

-聞きたい放送局が登録してあるプリセット番号の 数字ボタンを 短く1回押しまず。 

.またはリモコンの Preset 强日ボタンを押してプリセット番号を選びまず。 
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シス テム設定画面を表示するには 

リモコンの System ボタンを押して，システム設をの画面を呼び化し，を設をを巧うこと 
ができまず。このとき、かずテレビの電源を人れてメディアセンターか6の巧像人力をテレビ 
側で選択しておいてください。を設をの運択じはリモコンの@ボタンを押しまず。このとき、 
を項目が強調されて表示されまず。みをずるときはリモコンの ENTER © ボタンを押してく 
ださい。 

システム設定画面をテレビ画面か6消ずじはリモコンの Exit 〇ボタンを押してください。 


図4 

オンスクリーンディスプレイ 
(システム設定画面） 


メニュー項目 


サブメニュー 



ここでは下記の I 頁目について設定を変更できます 

低音部補正 
高音部補正 
音声信号調藝 
か部入カレベル 
ァダプ NQ 
拡弓長プロトコル 


、ナビゲーシヨンコント□ール 


U モコンのどのボタンを使用すればいいか表示しまず。 
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System Adjustments 



図 5 

曰ド巧疋 


Ra 


音声設定 


■ 


苗 


色 


二では下記の項目について設定を変更できます 


低音部補正 
高音部補正 
音声信号調整 
外部入カレベル 
ァダプトに 
拡張プロトコル 


項目 

設定 

デフオルト 

内容 

低音部補正 

—14 〜+14 

(-6 〜+日)※ 

□ 

低音部のレベルを調節します。低音の量を減己すにはほい 
値に低音の量を増やすには高い値に設定しまず。 

高音部補正 

—14 〜+14 

(-巨〜+9)《 

□ 

高音部のレベルを調節します。高音の量を減己すにはほい 
値に高音の量を増やずには高い値に設定しまず。 

音声信号調整 

自動/調整巧 

自動 

ソースに合わせた音声信号調整の方法を選択しまず。[調 

整巧 ] にずるとロイルム EQ] [D.R.C .] [モノデコーデイ 

ング ] の設定をユーザー自身で変更出来ます。 

TV アナ□グ入力 

TV デジタル入力 

VCR アナ□グ入力 

VCR デジタル入力 
CBL ’ SAT アナ□グ入力 
CBL ’ SAT デジタル入力 
AUX アナ□グ入力 

AUX デジタル入力 

+3、+6、標準、 

-3.-6 

標準 

他のソースとのバランスがとれるよラに各ソースか6の入 
力音声信号レベルを調節しまず。各ソースか6の音量が他 
のソースか5の音量に比べて小さいときは高い値に、大き 
し化きはおい値に設定します。 

アダプトの 

切 

入/解除※ 

切 

ボーズの独自技術で、お部屋に合わせた自動音場補正をし 
ます。 [ 入 ] にするには、付属のヘッドセットとディスク 2 が 
必要です。アタ’プト IQ による音場補正を解除するには[お 
胤を選び、続いてメディアセンターの [Erase] ボタンを 
巧してください。 

J 広張プ□トコル 

巨 oseU ンク/ 

レガシー 

Bose リンク 

現在、日本においては使用しません。 


※アダプ HQ による自動音場補正後。 
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図 6 

映原設定 


映像設定 

お使いのテレビに合わせて設をを変更できまず。 


ここでは下記の項目につ L ^て設定を変更できます 

アスペクト比 
ワイド画面 DVD 
映像接続 
テレビ放送方式 
ブラックレベル 
プログレッシブスキャン 


^選択 


ホ定 


項目 

設定 

デフオルト 

内容 

アスペクト比 

標準/ワイド画面 

標準 

お使いのテレビのアスペクト比（画面の幅と高さの比）を還 
びまず。標準 （4:3) またはワイド画面り6:日）を選びまず。 

ワイド画面 DVD 

サイズ補正ずる/ 
サイズ補正しない 

サイズ補正 
しない 

ワイド画面り6:日） DVD ソースを標準 （4:3) テレビで見 
る場合に画面のサイズを補正ずるかどラかを指定します。 
[サイズ補正する] にずると標準 （4:3) テレビ用に画面を 
補正します。 

映像接続 

〕ンポジット / S ビデオ/ 
コンポーネント 

コンポジット/ 
S ビデオ 

使用中の映像接続のタイプを表おします。 

テレビ放送方式 

NTSC/PAL 

NTSC 

通常この設定は変更しないで下さい。 

NTSC は日本や米国などでの、 PAL はヨー□ッパなどで 
の標準方式です。 

ブラックレベル 

お張/標準 

J 広張 

映像のブラックレベルを還びます。 

プ□グレッシブスキヤン*" 

切/入 

切 

プ□グレッシブスキャン対応テレビと接続ずる場合のみ 
[入] に設定してください。 


※映像接続でロンポーネント]を選択したときに表示されます。なお、このときロラックレベル]は表示されません。 

を意：テレビ画面び映5な < なり、オンスク IJ - ンディスプレイで設定でをな < なった場合 

メディアセンターディスプレイを巧って"映像接続"、"テレビ放送方式"、"プログレッシブスキャン’’のを設をを変更すること 
ができます。設をの方法は32ページの"テレビの画面でシステム設ちができない場合’’を参照してくださし、。 
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メディアセンター設定 


m _ 

メディアセンター設定 


か 




i 


メディアセンター 
設定 

ここでは下記の項目について設定:を変更できます 

表示部の明るさ 
表 W 5語 
光デジタル入力 
デジタル音声出力 
巧期設定 



項目 

設定 

デフオルト 

内容 

表示部の明るさ 

1〜4 

4 

メディアセンター表示部の明るさを調整します。 [4] に 
設定ずると最ち明るくなります。 

表示言語 

日本語/英語 

日本語 

画面上のメニュー表示は日本語または英語でできます。 
指定した言語でメニュー画面が表示されまず。 

光デジタル入力 

なし/ TV/VCR 

C 巳 L . SAT/AUX 

なし 

指定したソースに光デジタル接続を割り当てます。光デ 
ジタルで接続したいソースを選んで下さい。 

デジタル音声出力 

オリジナル / PCM 

オリジナル 

デジタル音声出力時に音声信号処理を加えるかど5かを指 
定します。 [ PCM ] にずると他の機器との適合性が良<な 
りまず。 [オリジナル] にすると信号処理は行われません。 

初期設定 

実行/中止 

中止 

工場出荷時の初期設定に戻します。下記の設定を工場出 
巧時の初期設定に戻すには [実巧] を選んで下さい。 


初期設定に戻る項目と初期設定 

' 音声設をの音声信号調整が[自動]じ戻りまず。 

-フィルム ECT が[入]じ戻りまず。 

- D . R.C .苗‘[入]じ戻りまず。 

-モノデ〕ーディング W 脚]じ戻りまず。 

-才ーディオけド皆川じ戻りまず。 

※音声設をの音卢信号調整を[調整吼にしないと画面に現れません （24 ぺージ参職。 

※※〇ソ〇音声やか部からのデジタル入力にドルビーデジタル1+1信号や AAC の音声を重信号が入力されたと 
きのみ面面に表示されます （31 ぺージ参照)。 
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視聴制限設定 

視聴年令制限に対応したディスクの再生を制限ずる，視聴制限じついての設を項目でず (20 ペー 
ジ参照)。 


図8 

視聴制限設定 


視聴制限設定 

ここでは下記の項目じついて設定を変更できます 

DVD の視聴制限 
視聴許可レベル 
暗証番号の管理 


W 選択 ♦ 決定 


まず初めに暗証番号を設定してください。 

1. お証番号を最初に設をずるとき、項目に 暗証番号 霞是 と表示されまずので、数字ポタンを使っ 
て暗註番号にずる4巧の数字を入力してください。 ’ 

2. その後，確認のためじ，お証番号を入力するようじ要求されまずので、手順1で設をした腔証 
番号を再度入力してください。 

3. 設をが終了しまず。次回か6は設をした腔証番号を入力してください。 


暗証番号入力前 


項目 

設定 

デフオルト 

内容 

暗証番号入力 

.... 


視聴制限メニューにアクセスずる暗証番号を入力して<だ 
さい。 


暗証番号入力後 


項目 

設定 

デフオルト 

内容 

DVD の視聴制限 

実行/中止 

中止 

暗証番号を設定していれば DVD の視聴を制限できます。 

視聴許巧レベル 

1〜8 

8 

視聴許可レベルを越える DVD の視聴を制限します。 
旧]にすると制限はかかりません。 

暗証番号の変更 

.... 


現在の暗証番号を変更します。 


《設をした暗証番号をちれてしまったときは、に673]と入力すると、た;前の暗証番号が角を除されます。そのを、新たに暗 E 番号を設をしてください。 
視聰制限機能を使用する場合は、お子おが不用意に視聰制限を解除しないように、この取扱説明書の保管にご留意ください。 
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Changing Settings 


ソース 【音源)設定画面を表示するには 


ソース惜源)ごとの設思こ関しては> リモコンの Settings 8*2。:ボタンを押してください。 
現在の再生モードと関係ずる項目が表示されまず。例えば， FM ラジオモードのときに 
Settings s 盗。ボタンを押せば、図9のような画面になりまず（ただし、このときテレビの電源を 
入れてメディアセンターか6の巧像入力をテレビ側で運択しておくか要がありまず）。全体のシ 
ステムに関する設をは SystemP ボタンを押しまずに3ページ参照)。 


図9 


ソース(音源)設定画面 


ソース (音源)設定画面をテレビ画面か6消ずには 

リモコンの Exit 〇ボタンを押してください。 




使用しているソース 


メニュー項目 
アイコン 


メニュー項目 




設定内容 


'設定ボックス 


センターチヤンネルのレベルを下げるにはほい値に 
レベルを上げるには高い値に設定します 

' 選択しているメニュー項目、設定内容の説明 

大ビゲーシヨンコント □ —ル 
リモコンのどのボタンを巧せばいいかを表示させます。 


図10 


メディアセンターディスプ 
レイの表示例 


図11 


メニュー項目の設定例 


メディアたンターディス プレイの表示例 



> SURROUND : 
CENTER CH , 


を意：操作に懼れた方であれば、図9のようなテレビ画面を出さずに図 1 0のようなメディアセンター 
ディスプレイの表示 （ただし英数字表記のみ） を見ながらメニュー 項目の設を をしていただし、 
ても構いません。 

メニユー項目の設定例 


基 


基 


スピーカーモード: 


スビーカーモード: 


スピーカーモード: 


。一 


囲固 



四困宜回固〇巧 
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Changing Settings 


DVD の内容による動作の違いについて 

DVD を再生中、オンスクリーンディスプレイ上でメニュー項目を設をしている最中のシス 
テムの動作は> 再生している DVD じよって、停止しているか、前の画面に戻ってしまうか、次の 
画面に移動してしまうかなど異なりまず。これは本システムの問題ではありません。 

DVD の設定項目 

下図のオプション項目比 DVD モード励こリモコンの Settin 邑ボタンを押して表示させてか 
6設をを変更してください。 

システム設定画面の項目の内容じついては23〜のぺージを参照してください。 


アイコン 

項目 

設定 

デフオルト 

内容 

HI 

スピーカーモード 

2/3/5 

己 

再生スピーカーの数を変更します。 

■茜 ■ 

サラウンド 

(巳スピーカーモード時に表示） 

—10 - h 目 

□ 

サラウンドのレベルを下げるにはほい個こ、サラウ 
ンドのレベルを上げるには高い値に設定します。 

回 

センターチヤンネル 
(3 または已スピーカーモード 
時1し表术） 

-8 〜+8 

□ 

センターチヤンネルのレベルを下げるには1岳い 
個こ、レベルを上げるには高い値に設定します。 

团 

フイルム EQ’x 

入/切 

入 

映画用に音質バランスを最適化ずる時は 
[入] にします。 

因 

D.R. じ※ 

入/切 

入 

D.R.C. を [入] にずると音量を絞っていても 
台詞が聴き取りやずくなります。 

函 

モノデコーデイング※ 

入/切 

切 

モノラル音声をマルチチヤンネル再生する時 
は [入] にします。 

囚 

時間 



現在の再生経過時間を表おします。直接時間 
を入力ずればその点か S の再生がでさまず。 




□ 

タイトル 



DVD ディスク中のタイトルを選びまず。 DVD 
によってはこの操作を受け付けない場合もあ 
ります。 

且 

チャフター 



DVD のタイトル中のチヤプター（場面）を還 
びます。 DVD によってはこの操作を受け付け 
ない場合をあります。 

田 

音声トラック 

ディスクに 
よ0ます 


DVD に収録された音声トラックを還びます。 
DVD のメニュー画面か S しか選べない場合 
ち友0ます。 

因 

字幕言語 

ディスクに 
よ0ます 


DVD に収録された字幕言語を選びます。 DVD の 
メニュー画面からしか選べなし觸合ちあります。 


※音声設をの音声信号調整を [調整吼 にするとこれらの項目の設をが可能になります （24 ぺージ参照）。 


29 





DVD の設定項目 (me) 


アイコン 

項目 

設定 

デフオルト 

内容 

巧 

カメラアングル 

_/_ 


DVD に収録されたカメラアングルが複数ある 
場合にカメラアングルを選びます。 

西 

A •巳リピート 

a b 


繰り返し再生する部分を指定でさます。繰り 
返す部分の始点で Enter] を巧して、その 
後終点でもう一度 [Enter] を巧し U ピート設 
定します。 A-BU ピートを絕除ずるには 

[Enter] か [St 叩 ] を巧してください。 

图 

ス IJ- プタイマー 

切、1〇〜90 
(10 分ごと） 

切 

タイマー設定時間経過を本機の電源を切りま 
す。[切]にするとタイマーは働きません。 


CD の設定項目 

下図のオプション項目は、 CD モード励こリモコンの Se け in 邑 Ss 爲。，ボタンを押して表示させてか 
6設をを変更してください。 

システム設定画面の項目の内容については23〜27ページを参照してください。 


アイコン 


面 


mi 


項目 


設定デフォルト 


トラック 


内容 

CD のトラック（巧）を遺びます。 


■ 


■ 


m 









历 








Changing Settings 


FIWAM の設定項目(続き) 


アイコン 

項目 

設定 

デフオルト 

内容 

■な ■ 

サラウンド 

(巳スピーカーモード時に表示） 

—10 - h 目 

□ 

サラウンドのレベルを下げるにはほい値に、ヴラウ 
ンドのレベルを上げるには高い値に設定しまず。 

回 

センターチヤンネル 
(3 または已スピーカーモード 
時1し表术） 

-8 〜+8 

□ 

センターチヤンネルのレベルを下げるには低い値 
に、レベルを上げるには高い値に設定します。 

圆 

モード切換 
( FM のみ） 

自動/ステレオ 

/モノラル 

自動 

ステレオ放送をモノラルあるいはステレオ 
のどち5かで聴くかを選びまず。 


ス IJ ープ タイ7— 

切、1〇〜90 
(10 分ごと） 

切 

タイマー設定時間経過後本機の電源を切りま 
ず。[切]にずるとタイマーは働さません。 


夕 i 部機器からの ソース を聞 < とをの設定項目 

下图のオプション項目比 TV / VCR / CBL ' SAT / AUX 選択時にリモコンの Se 扣 ngSs<2g ， ボタン 
を押して表示させてか6設をを変更してください。 

システム設定画面の項目の内容じついては23〜のぺージを参照してください。 


アイコン 

項目 

設定 

デフオルト 

内容 


づ〇 

2-3-5 


スピーカーモード 

2/3/5 

己 

再生スピーカーの数を変更します。 


約 


サラウンド 

(巳スピーカーモード時に表示） 

—10 - h 日 

□ 

サラウンドのレベルを下げるにはおい個こ、サラウ 
ンドのレベルを上げるには高い値に設定します。 


>> 4 


センターチヤンネル 
(3 または已スピーカーモード 
時1<~表术） 

-8 〜+8 

□ 

センターチャンネルのレベルを下げるには低い 
値に、レベルを上げるには高い値に設定します。 

1 

…中… 


フイルム eqx ’ 

入/切 

入 

映画用に音質バランスを最適化する時は 
[入]にしまず。 

因 

D . R . C ."^ 

入/切 

入 

D . R . C . を[入]にすると音量を絞っていても 
台詞が聴き取りやずくなります。 

函 

モノデコーデイング※ 

入/切 

切 

モノラル音声をマルチチャンネル再生する時 
は[入]にします。 


m 

才ーディオ1+1 

1/2/ 両方 

1 

1+1(デュアルモノ）音声チャンネルのラちチャン 
ネル1、チャンネル2、両方のいずれかを選びます。 

图 

ス IJ ープタイ7— 

切、 1 〇〜 90 
(10 分ごと） 

切 

タイマー設定時間経過後本機の電源を切りま 
す。[切]にするとタイマーは働きません。 


※音声設をの音声信号調整を [調整巧] にするとこれらの項目の設をが可能になります （24 ぺージ参照）。 

※※〇ソ〇音声やか部からのデジタル入力にドルビーデジタル1+1信号や AAC の音声多重信号が入力されたとき、この項目の設をが可 
旨目になります。チャンネル1(ち音声）、チャンネル2 (副音声）、両方同時のし、ずれかを選びます。 
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System Adjustments/Reference 


テレビの画面でシステム設定がでをなし ) 傷を 


システム設を画面の"巧像設を"画面において"巧像接続"や"テレビ放送方ま"が不適切な設を 
になってしまうと、テレビの画面に巧像を移ずことができなくなり、オンスクリーンディスプレ 
イでの操作ができなくなってしまう場合げあります。 

このような場合は，メディアセンターディスプレイを使って設をを修正ずることができまず。 

1. テレビとメディアセンターの巧像接続が次のどち6の方法かを確認してください。 

① 映像ケーブル(黄色のピンケースレ)または、 S 映像ケーブルで接続している。 

② コンポーネント映像ケーブルで接続している（コンポーネントビデオアダプターケーブル 
を使用して接続している)。 

2. メディアセンターの On/Off 〇ボタンを押してシステムの電源を切りまず(メディアセンター 
の電源は抜かないでください)。 

3. メディアセンターの Enter <5 ボタンを押したまま ， Store ◎ボタンを短く 2回押して、メ 
ディアセンターディスプレイの上段に Video : と表示させまず（下段はなんでもかまいませ 
ん)。表示された6、いったん指を離しまず。 

4. メディアセンターの Volume ^ボタンを押して設をを変更しまず。 

①の場合 


Video : 

NTSC COMPOSITE+S 


②の場合 


テレビがプログレッシブスキャン非巧応の場合 テレビがプログレッシブスキャン対応の場合 


Video : 


Video : 

NTSC COMPONENT 

/しは、 

NTSC PROGRESSIVE 


を選びます。 


已.メディアセンターの StoreO ボタンを押して終了しまず。 

6. メディアセンターの On/Off 〇ボタンを押して電源を人れ、リモコンの Systems §„ ボタ 
ンを押し> を設をを確認、調整しなおしてください。 


LS- 18 n のお手入れについて 

乂ディアセンターとスピーカーのお手入れ 

' ミちれやほこりは柔6かい巧でか6拭きしてください。 

'ミちれげひどい時は> 中性洗剤を薄めた水に柔6かい巧を浸し> 堅く絞って拭きとってか6、 
柔6かい巧でか6拭きしてください。 

•アルコール、シンナー、ベンジンなどの薬品はキャビネットの表面をいためまずので，ご使 
用じな6ないでください。また、スプレーまの殺虫剤や消臭剤> 芳香剤などもかか6ないよ 
うにごを意ください。 

-どの開□部か6も液体が入6ない様にごを意ください。 

•スピーカーグリル部分を掃除ずるときは，掃除機を使って傷つけないようじ弱い吸弓 I 力でを 
意深 < 吸い取って < ださい。 
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System Installation Instructions 


リモコンの電池の入れかた 

1. リモコンを裏返しじしてバッテリーカバーを下に押し込みなが6引き出すようじ電池ボック 
スを開けまず。 

2. ボックス内の表示に合わせて乾電池(単兰型2本)を人れてください。 

3. スライドさせるようじしてバッテリーカバーを閉めてください。 

/1\を意：付属の乾電池は動作チェック用として同おしてあります。巧品の乾電池よりは使用期間が短くな 
りますので、およそ1年後を目をに、新しい乾電池と交あしてください。 


図12 

U モコンの電池の入れち 


乾電化(単 3) 2本 



广 A 電池についてのミち意 - N 

•乾電池の®と台の向きを電池ケースに表示されてぃるとおりに正しく入れてくださし、。 

•新しぃ乾電池と古ぃ乾電池、または、種類の違う乾電池を混ぜて使用しなぃでくださし、。 
•乾電池は絶対に充電しなぃでくださぃ。 

•長ぃ間 （1 ヶ月 ■ W 上）リモコンを使用し なし、 ときは、乾電池をリモコンから取り出しておぃてくだ 
さし、。 

•あ漏れを起こしたときは、ケース内についたあをよくふき取ってから新しし、乾電;也を入れてく 
ださし、。 


図13 _ 

U モコンの動作節囲 


受光部分 



广 A 使巧上のを意 - N 

•メディアセンターの受光部に直射日光や 
照明の強い光が当たっていると、リモコン 
の操作ができないことがあります。 

•本機のリモコンを操作すると、ホタ1■線によ 
りコント ロールす る化の機器を誤動作さ 
せることがありますので、ご'ま意くださし、。 

.リモコンとメディアセンターの受光部の間 
に障害物があったり、受光部との角度が 
悪いとリモコン操作ができないことがあり 
ます。 

V _ J 


電池の交換時期について 

リモコンの電池が消耗すると、リモコンの動作節困げ狭まってきて効きげ悪くなってきまず。 
このようなを状が化てきた6リモコンの乾電池を2本とも新しい乾電池に交換してください。 
新品のアルカリ電池を使用ずれば通常お2年程ご使用いただけまず。 
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ディスクの取り扱いについて 

結露現象にっいて 

を暖房のきいた部屋の窓ガラスじ水滴がつき、くもってしまう現象 > これが結露現象です。メディアセンターもぶえ 
きった状態のまま暖かい部屋に持ち込んだり、急に室温を上げたりずると、光学系のレンズ(ピックアップのレンブ部分)じ 
露が生じ端露 X レーザーじよるディスクか6の信号読み取りができず、メディアセンターが動作しないことがありまず。 
このような現象が生じた場合は > 周困の状況にもよりまずが電源を入れ1時間程放置すると結露が取り除かれメディア 
センターは正常に動作ずるようじなりまず。 


ディスクの取り扱いについて 

ディスクの表面にキズをつけないよう大切に扱ってください。 

ディスクのセットは、'必ずレーベル面を上にして、セットしてください。 

ディスクをケースから取り出 
すときは、化ずケースの中ム、 

を一度押して、ディスクのか 
周部みを手ではさむように持 
って取り出してください。 


ディスクを持つ場合には、演奏 
面（ラベルの印刷していない 
面）に触れないように、両端を 
はさんで持つか、中央の穴と 
端をはさんで持ってください。 




'レーベル面に紙などを貼ったり、ボールペンなどで文字を書かないでください。 

' 再生が終わったディスクは、企、ずケースに人れて保管してください。そのままディスクを放置ずるとそりやキズの原 
因となりまず。 

' ディスクじセ□八ンテープやレンタルディスクのシールなどをはがしたあとがあるもの、またシールなどか6糊が 
はみ化ているものは使用しないでください。そのままメディアセンターじかけると、ディスクが取り出 I せなくなった 
り、故障の原因となることがありまず。 

•ディスクは、2枚 iU 上重ねて置いたり、ディスク iU かのものをトレーの上に置かないでください。故障の原因じなり 
永^ 〇 

'市販のディスクスタビライザー比絶対に使用しないでください。再生できなくなったり > 故障の原因となることが 


あ姑ず。 

' 八ート型や八角形など特殊お状のディスクは，機器の故障の原因と 
なりまずので使用しないで < ださい。 



ディス クの表面はし 1つもきのいに 

ディスクの表面を拭くときはかずディスク専用のクリーナーを使用 
してちの図のように拭いてください。 

※ディスクは.プラスチック製です。従来のレコード庙クリーナーや帯電防止剤，ベン 
ジン' シンナーなどの揮発性の薬品を使用すると.ディスクの表面に悪い影響を与え 
ますので絶対に使用しないでください。 

ディスクイ呆管上のま意 

ディスクはケースに人れて正しく保管しましょう。ディスクを大切にずるため次のような場所に置くことはさけてく 
ださい。 




♦直射日光の当たる場所。 

♦暖房器具の近くや空調の吹き出し口などの高温になる場所。または高温になる物の上。 
♦車の中などの高温になる場所。 


♦投光照明機などの発熱物の近くの場所。 


♦極端に寒い場所。 

♦湿気や水かのある場所、プール、お室などの湿気のをい場所。 
♦屋がや直接水のかかるところ。 


A 注意: 


ひび割れ、変形、または接着剖などで補修したディスクは、使用しないでください。ディスクは機器内で高速回睦し 
ますので、飛び散って、けがや故障の原因となることがあります。 
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Reference 


巧障かな？と思った 5 


問 題 

対 応 

システムが全ぐ機能しない 

• 方ディアセンター•ベースモジュール接続ケーブルとディアセンターが確実に接続されて 
いて、ベースモジュールの AC ケーブルび確実に差し込まれており、 AC プラグび確実にコン 
セントに差し込まれていることを確認してください。 

-音源の選択び行われていることを確認してくださし、。 

音黃び全ぐ出ない 

•ベースモジュールの電源び日 N になっていることを確認してください。 

-方ディアセンター•ベースモジュール接続ケーブルながディアセンターの ' Speakers Main 
の端テに接続されてお D 、 ケーブルの反対側びベースモジュールにしっかり接続されてい 
ることを確認してください。 

- AC プラグをコンセントか5抜いて、約1分 m 上放置して、をう一度電源を入れ直してください。 

-が部の機器との接続をチェックしてください。希望する音源に対して適切な入力端テを選 
おしているか確認してください。 

• スピーカーケーブルの接続をチェックしてください。 

•ディスクびメディアセンターに正しくセットされていることを確認してください。 

-ボリュームを上ばてみてください。 

-ミュートびかかっている場含は、リモコンの Mute ボタンを 押しミュート を 解除してくださし、。 

• FM / AM アンテナび正しく接続されていることを確認してください。 

デジタル接続で 
音びとざれる 

-デジタル接続の場合、アナ□グ音青わ同時に接続してください（設置ガイド21、23ページ 
参照）。 

音が重んでいる 

-スピーカーケーブルに損傷したところげないか確認してください。 

•外部の機器からの出力び大きすざないか確認してください。 

センタースピーカー 
か 6 音が出ない 

•センタースピーカーび間違いなく接続されているか確認してください。 

•スピーカーモードび3または日び選ばれていることを確認してください。 

-各ソース（音源）の設定画面"センターチャンネル"の項目を選び、音量を調節してくださ 
しバ28〜31ぺージ参照)。 

センタースピーカー 
か 6 の音が大きずざる 

-各ソース（音源）の設定画面"センターチャンネル"の項目を選び、音量を調節してくださ 
いに8〜31ぺージ参照）。 

サラウンドスピーカー 
か 6 音が出ない 

.すべてのスピーカーび結線に間違いびないか確認してください。 

•日スピーカーモードび選択されていることを確認してください。 

-各ソース（音源）の設定画面"サラウンド"の項目を選び、音量を調節してください （28 〜 
31ぺージ参照)。 

サラウンドスピーカー 
か 5 の音が大きずぎる 

-各ソース（音源）の設定画面"サラウンド"の項目を選び、音量を調節してください （28 〜 
31ぺージ参照)。 

リモコンが正しく働かない、 
あるいはまつた<働かない 

-電池装着および、その極性（©と©)をチェックしてください。 

-新しい電池に交換してみてください。 

•リモコンを方ディアセンターの受光部分に近づけて操作してください。 

ラジオが動作しない 

•アンテナび正しく接続されていることを確認してください。 

-アンテナの位置を調節して、受信状態を改善してください。 

-信号び弱い地域の可能性びあります。 

- AM アンテナを本機か5ちっと離してみてください。 

- FM の場合、テレビのアンテナ信号を分配器を使って分配してみてください。 

FM ヴウンドが歪んでいる 

-アンテナの位置や向きを調節してください。 
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Reference 


問 題 

対 応 

ディスクが再生でさない 

-表示部のプレイ ► 記号び点灯しているかチェックしてください。 

-正しくディスクびメディアセンターにセットされているかを確認してください。 

- CD/DVD ボタンを 押して数砂待って ► PLAY ボタンを 巧してくださし、。 

-ディスクを入れ直してください。 

-ディスクにキズや'汚れなどびついている可能性びありまず。別のディスクを使ってみてくだ 
さい。 

-レーヴーピックアップあるいはディスクに塵やゴミび付いている可能性びあります。市販の 
クリーニングキットを使ってみてください。 

-本機び対応していないディスク（データー CD など）を再生しようとしていまず。 

※厂 コピーガードや長時間記録など特殊な処理を施された CD をかけた塌合、正しく再生されな 
いことがありますのでごミち意 < ださい。」 

- DVD ビデオディスクの場含、地域番号（リージョン]-ド）び正しいか確認してください。 

外部機器か6の音声が 
出なし、 

-入力切換で正しくか部の機器を選んでいるかチェックしてください。 

• 接続をチェックしてください。 

-か部機器の取扱説明書を参照してください。 

TV 、 CBL ’ SAT 、 VCR、AUX 
に接続したが部機器か5の 
音声の傾音が大きずぎる 

-"フイルム EQ" びかかっていないかを確認し、かかっているよラであれば解除して 
ください （31 ページ参照）。 

画像がでない 

-テレビの電源び入っているか確認してください。 

• LS-1 8 n の電源び入っているか確認してくださし、。 

-メディアセンターの映像出力びテレビの映儘入力に確実に接続されているか確認してください。 

-テレビ側の映像入力切換び適正ポジションであるか確認して < ださし、。 

-"テレビの画面でシステム設定びでさない場合" （32 ぺージ参照）の設定を行い適切な映 
條接続を選択してください。 

再生画像がでない、 

乱れる （ DVD 画像） 

-ディスクび、^ディアセンターに正しくセットされていることを確認してください。 

- DVD 政がのディスクび入っていないか確認してくださし、。 

-ディスクにキズや巧れなどびついている可能性びある。別のディスクを使ってみてください。 
•本機び対応していないディスクを再生しようとしてます。 

※本機が再生できるソフトは、リージョンコード（発売地域割当コード）が 2 のソフトです。 

-方ディアセンターのビデオ出カケーブルび直接テレビにつなびれていることをチェックして 
<ださい。 

※遠中に別の機器をつなぐと映像が正しくでません。 

再生画像がでない、 

乱れる（ビデオ画像） 

-ビデオ側の電源び入っているか確認して<ださい。 

-ビデオテープび正しく挿入されているか確認してください。 

-ビデオの映像出力端子と、本機の映像入力端テびビデオケーブルで正しく接続されて 
いるか確認してくださし、。 

-ビデオケーブルび不良の場合は、化のケーブルと交換してください。 

画面び乱れる、あるいは 
白黒になつている 

-システム設定画面の"映儘設定"で"テレビ放送方式"に [ NTSC ] び選択されていること 
を確認してくださいに已ぺージ参照）。 

-システム設定画面の"映像設定"で"映儘接続"の設定 （ ロンポジット / S ビデオ] または口 
ンポーネント]) び適切であるか確認して<ださい。コンポーネントビデオアダプターケー 
ブル使用時は [コンポーネント] を選択してください （2 已ページ参照）。 

DVD ディスクを再生し 
よラとずると、暗証番号 
の入力を要求される 

-本機の視聴許可レベルび DVD ソフトのレベルより低いレベルに設定されている。"視聴制 
限設定"の"視聴許可レベル"に7ページ参照）で本機のレベルの設定を変更してください。 

. 演奏しようとする DVD ソフトに視聴制限の設定びされていないのに、本機の DVD 視聴制 
限び [実行] に設定されています。"視聴制限設定" （27 ページ参照）の "DVD の視聴制限" 

を[中止]に変更してください。 
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問 題 

対 麻 

ディスクが取り出せない 

• 取出方ま 

1. AC ケーブルをコンセントか6扳く。 

2. 1分 U 上絕ってか6再び AC ケーブルをコンセントに差し込む。 

3. 通常通りに Open/Close ボタンを 押ず。 

ま意 

上記の取化方法を巧っても取り化せない場合は、無理サリディスクトレーをこじ開けようとしたり、本体 
を開けようとしないでください。本体やディスクトレーじキズががくばかりでなく、内部の CD や DVD に 
もキズが付き、ずのディスクを再生することができなくなる場合げあります。取出方まを試してみてもディ 
スクが取り化せない塌合は無理をせず、下記のお問い合わせ先までお電話ください。 


巧障の場をのお問いさわせ巧 

故障及び修理のお問い合わせは、 

ボ—ズ.サービスセンターホま会社 フ リー ダイヤル^ 0120 -235-250 

住巧〒 206-0035 東京都多摩市唐木田 1-53-9 唐木田センタービル 

製品等のお問し''合わせは、 

ボーズ株式会社、インフォメーシヨンセンター 巧 03-5489-0955 

までご連絡ください。 


保証 保証の内容およびを件は付属の保証書をご覧ください。 

仕様 

♦サテライトスピーカー(防磁型） 

ユニット構成 60 mm ドライバー X 1(1 本） 

外形寸法 78 ( W ) X 78( H)X 104( D ) mm 

質 量 550 g (1 本） 

♦ベースモジュール(非防磁型） 


ユニット構成 
外形寸法 
質 量 

<内蔵アンプ部> 

フ□ント定格化力 
サラウンド定格出力 
ベース定格化力 
電源 電圧 

♦メディアセンター 

外お寸ま 
質 量 

電源 電圧 

<プリアンプ部> 


13 cm ウーファー X 2 

205 ( W ) X 410( H)X 633( D ) mm 

17.5 kg 

20 WX 3 

20 WX 2 

90 W 

AC 100 V (50/60 Hz ) 

400( W ) x 95( H ) x 290( D)mm 

3.7 kg 

AC 100 V (50/60 Hz ) 

《 AC アダプター使用 


< DVD / CD プレーヤー部 > 


20比〜 20 kHz け 0.5 dB ) 


76.0〜90.0 MHz /100 kHz 


已31〜 1629 kHz /9 kHz 


再生周波数帯域 
<チューナー部> 

FM 受信周波数/ 

チヤンネルステップ 
AM 受信周波数/ 

チヤンネルステップ 

>付属品 

赤外線リモコン> リモコン用電池(単3 X 2)、 

FM アンテナ、 AM アンテナ、 AM アンテナスタンド、 
調整用ヘッドセット型マイク、 

セットアップディスク1■ディスク2、 

フ□ントスピーカー用コード (6 mx 3)> 

サラウンドスピーカー用コード （15 mx 1 セット）、 
メディアセンター'ベースモジュールお続ケープル (9 mx 1)、 
オーディオピンケーブル （1.7 mx 1)、 

巧像ケーブル （1.8 mxl )、 

S 巧像ケーブル 

コンポーネントビデオアダプターケーブル X 2 
メディアセンター用 AC アダプター、 



声 

人 

力 

アナ□グ X 4 
デジタル同軸 X 4/ 光 XI 

AC アダプター用 AC ケーブル (2.3 mx 1 ) , 
ベースモジュール用 AC ケーブル （1.9 mx 1) 


声 

化 

力 

アナ□グ X 1 
デジタル同軸 X 1/ 光 X 1 

ベースモジュール用ゴム足 
センタースピーカー用ゴム足 

巧 

像 

入 

力 

コンポジット X 1、 S 端す XI 
(コンポーネント X 1 

:コンポーネントビデオアダプターケーブル使用） 

巧 

像 

化 

力 

コンポジット X 1、 S 端す X 1 
(コンポーネント X 1 



:コンポーネントビデオアダプターケーブル使用） 
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Device Codes 


設定コ 

テレビ 


m 


Aiwa 

1910, 1915, 0701, 

1904, 1914, 1955， 

Matsushita 

0250 


0848, 1911, 1916， 

0705 

Mitsubishi 

0154, 0 巧0, 0093, 
0236, 0180,1 巧0, 
0150, 0030, 0178, 

Denon 

日己 11 


0108, 0512, 0817, 
0037,1037, 0381. 

Fujitsu 

日 21 ス0809, 0072, 

0206, 0683, 0009， 

0186, 0259, 0853， 

0179 


0556, 00；36, 0868, 
0087, 0354, のの， 
0己35, 0033,0179, 
0836, 0056 

Funai 

0180, 0171,1904， 

0179,日294, 0804， 

0264, 0668. 0303 

NEC 

0154, 0156, 0051, 
0053, 0030, 0178, 
0264, 0661, 0381, 
0817, 0011,0170, 

General 

0186 


0497,1704, 0046, 
0217, 0603, 0056, 

GoldStar 

0001 


0374, 0705, 0009, 
0165, 045目， 1270. 

Goodmans 

0360 


003目，0186, 0508, 
0320, 0704, 0412, 

Hitachi 

1256, 0156, 0030， 

0178, 1145,日145， 


1170, 0499 


日0の，0563, 0072， 

0165, 0306, 04狐， 

0036, 0629,日108， 

1481, 0186, 0356， 

0499, 0039, 0744， 

0151,日198, 0016， 

0548, 0056,1137， 

0163, 02の，0473， 

0032, 0578, 0105， 

0179, 0349, 0492, 

0038,日719,日196， 

Panasonic 

0054, 02酣，0051, 
1930, 0226, 0853, 
1947, 0340, 1650. 
0108, 0508,1927, 
0214, 0650, 1946, 
0037,1410, 005目， 
0367,1924, 0208, 
0548, 1941, 0227, 
1210, 0361, 1919, 
0163, 0516 


0009,日目16, 0044， 

1045,0157, 0225. 

0381, 0576, 0092， 

1170,日343, 0481， 

0037, 0634,日109， 

1904,日194, 0363， 

0508, 0043,1037， 

0217 

Philips 

1454, 0054, 0017, 
0000, 0051,0030, 
0178, 0554, 0043, 
0193, 0721, 0056, 
0343, 0027,0108, 
0423, 0037, 0187, 
0690, 0012, 0238. 
1154, 0024, 0092, 
0374, 0032,0186, 

JVC 

0093, 0463, 0053， 

0653,日193, 1923， 

0418,日目06, 0192, 

1253, 0371, 00；36， 


0556, 0009, 0200, 
0774, 0020, 0087, 
0361 


0508,日190, 0683， 

0218 

Pioneer 

0166, 0287, 0011, 
0428, 0109, 0679, 
0170, 0423, 0038, 

Kenwood 

0030 


0512, 0866, 0361, 
0037, 0486,0163, 

LG 

0060, 0030, 0178, 

0039, 0700, 0108， 


0760 


0856, 0442,1934， 

0038, 0698, 0715. 

0003, 1926, 0037， 

0644, 005目，0714， 

0001,日109,り78， 

0032, 0556 

Sanyo 

0154, 0156, 0180, 
014日，004目，0208, 
0508, 0104, 0227, 
0721, 0339,1907, 
003目，0412, 0088, 
0217, 055目，02狐， 
1154, 0011,0 157. 

Loews 

0136 


0381,0072, 0216, 
0544, 0108, 0264, 
0799, 0370 
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Device Codes 


I か ■ 

ヒアオア ツキ 


Sharp 

0093, 0053, 0030 ， 

0516, 0165, 0689 ， 

0256, 0851,0039 ， 

0491, 0157, 0688. 

0009, 0200, 0818. 

003 目， 0386, 1917 ， 

0650, 0193, 0720. 

0032, 0294, 1193 

Toshiba 

0154, 1256, 0156, 
0093, 0060,014 目， 
0618,16 目目， 0227. 
0714,193 己， 0102, 
0381,084 己， 0508. 
1508, 00 ： 3 目， 0217, 
0650, 1918, 0264, 
0832, 1945, 0502, 
1356, 003 日， 019 目， 

Sony 

1100, 0000,0156 ， 

0250, 0093, 0150, 

0053, 0145,150 目， 

0102, 1925, 0 目 50 ， 


0644, 1704, 0070, 
0243, 0821,19 ； 3 目， 
0109, 0412, 0009 


003 目， 0170,1904 ， 

050 日， 0011,1010 ， 

Victor 

0653, 00 ： 3 目 


01 目ス 1651,0111, 

0353, 0834, 0037 

Yamaha 

0839 


Aiwa 

0037, 0000, 0209, 

Sanyo 

0048, 0047, 0240, 


0479, 0352, 0124, 


0104, 0067, 0209, 


0348, 0307 


0159, 0348, 0046 

Fujitsu 

004 日 ，0000 

Sharp 

0037, 0048, 0209, 
1048, 0848, 0569 

Funai 

0000, 1 朗 3, 0593 

Sony 

0035, 0032, 0033, 

General 

004 日 


0000, 06 ： 3 目， 0106, 
1972, 1032, 0034 

Hitachi 

003 ス 0081,0240 ， 

0000, 0042, 0041, 

Toshiba 

0081, 0045, 0042, 


0089, 0593, 004 目， 


0067, 0043, 0041, 


0166,1037 


1972, 0384,1503, 
0352, 1008, 0432 

JVC 

0081,004 目， 0067 ， 

0041,1008, 0384 

Victor 

0067, 0041, 0384, 
1256, 0156, 0030, 

Matsushita 

00 ； 3 己， 0162,1162 ， 


0178, 1145,0145, 


0226 


0027, 0563, 0072, 
016 日， 0306, 0480, 

Media Center PC 

1972 


003 目， 0629, 0108, 
1481, 0186, 0356, 

Microsoft 

1972 


0499, 0039, 0744, 
0151, 0198, 0016, 

Mitsubishi 

0048, 0081, 0000 ， 


0548, 005 目， 113 ス 


006 ス 0043, 0041 ， 


0163, 0227, 0473, 


0642, 0480 


0032, 0578, 0105, 
0179, 0349, 0492, 

NEC 

0035, 0037, 0048, 


0038, 0719, 0196, 


0104, 006 ス 0041, 


0009, 0516, 0044, 


0278, 0038 


104 日， 0157, 02 巧， 
0381, 0576, 0092, 

Panasonic 

1062, 0035,0162 ， 


1170, 0343, 0481, 


0614, 1562, 0226, 


0037, 0634,0109, 


083 目， 1262, 0616 ， 


1904, 0194, 0363, 


1162, 1662 


0 己 08, 0043,1037, 
0217, 0093, 0463, 

Philips 

003 日， 0081, 0000 ， 


0053, 0653, 0193, 


0563, 0739, 0384 ， 


1923, 0418, 0606, 


0618,1181,0 226. 


0192, 1253, 0371, 


〇閒 3,1081 


0036, 0508, 0190, 
0683, 0218 

Pioneer 

0162, 0081, 0042, 

0067 
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ケーブル 

Hitachi 

0014, 0011 

Pionesr 

187 ス 087 ス0144, 
0533, 1021 

1006 


Motorola 

0476, 日 8 10, 0276, 

1254, 110目，1376 

Sony 


Panasonic 

0000, 0008, 0107， 

0021, 0040 

Toshiba 

0000 


Philips 

0317, 0153, 0619， 

0025,130目，0013， 

0286, 0817 




衛星チユーナー Funai 

0338 

Pioneer 

0292, 0853, 0352, 
0329 

Hitachi 

0819, 0489, 1 巧0， 



日 45 目，日 2 14, 0491 

Sanyo 

1219, 0493 

JVC 

0775, 0571, 1775, 

0492, 1170 

Sharp 

0494 



Sony 

0639,1639, 0492, 

Kenwood 

0853 


0282, 0496, 0340, 
0853, 0491,0 163. 

Maspro 

0571, 0173, 0750， 


0494, 0294, 0489, 


0713 


1640, 0493, 0292, 
0500, 0486 

Matsushita 

0500, 0340, 0214 

Toshiba 

0749,1749, 0790, 

Mitsubishi 

日749, 045目，0491 


0486,128 目， 045 目， 
0082 

Motorola 

0869, 0856 

Uniden 

0724, 0722, 0052, 

NEC 

0496,1270 


0238, 0834, 0076, 
0074 

Panasonic 

0247, 0701, 1320, 

0500,1304, 0214， 

日45目， 1104.0152. 

0340 



Philips 

1142, 0749, 1749， 




0724, 0856,1076, 
0722, 0099, 0200. 
0818, 0571, 1442, 
0173, 0750, 045 目， 
0710, 0133. 0292. 
0853, 0668, 1114 



Better sound through research ^ 


jn— ス : 麻巧言社： 

http://www.bose.co.jp/ 
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♦仕様あび外観は改良のため予告なく変更することびありまず。 
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